
1 

「京都・観光文化検定試験 20周年記念事業」 

広報協力事業での京都検定 20周年応援ロゴマーク等の使用について（内規） 

 

京都商工会議所 

 

京都・観光文化検定試験（以下、「京都検定」）20 年の周年を迎えるにあたり、以下のとおり、京都

検定の実施意義に賛同し、京都検定の団体受験を実施する企業等（以下、「申請者」）の広報媒体での

「京都検定 20 周年応援ロゴマーク」の使用について認めるものとする。 

 

（目的） 

１．京都検定のさらなる広報普及と受験意欲の醸成・受験者拡大を目指すとともに、京都検定受験

を通じて、自社社員のおもてなし力向上を目指す企業の知名度向上や京都の観光振興に繋がる

ことを目的とする。 

 

（申請者） 

2．京都検定および京都検定 20 周年事業の実施意義に賛同する本所役員・議員会社ならびに京都検

定団体受験企業でかつ京都商工会議所の会員。法人・個人・団体は問わない。 

 

（要件） 

3．実施内容は、次の要件を満たす必要がある。 

 (1) 上記 2．で規定する申請者に所属する社員の名刺等、申請者が発信する媒体であること。 

 (2) 上記１．の目的に寄与する内容であり、京都の観光・文化の発信に資する内容であること。 

（3） ロゴマークを使用した媒体に関する問い合わせ等については申請者が対応すること。 

（4） 公序良俗に反する内容でないこと。また、本所および京都検定の許認可や保証を受けている

かのように装う、京都検定の趣旨にそぐわない物品・サービスの販売促進のために使用する

などの行為はしないこと。 

（5） 使用目的の営利・非営利は問わない。 

 

（手続き） 

4．所定の登録フォームより申請するとともに、ロゴマークを使用した媒体についてはサンプル画像

を提出すること。 

 

（表示） 

5． 本所より提供の京都検定 20 周年ロゴマークの使用にあたっては、以下の行為を禁止とする。 

（1） 変形、回転、構成要素の一部を移動・変形・削除すること 

（2） 部分的な配色の入れ替えること 

（3） シンボルマークの視認性、判読性を妨げる背景色やパターン、写真の上に配置すること 

（4） ロゴマークそのものの販売すること 
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（使用期間） 

6．本所から送付した日以降から 2024 年３月末日までとする。 

 

（報告義務） 

７．使用期間終了後、別紙報告書により本所会員部検定事業課に対し、使用報告を行うこと。 

 

（その他） 

８．この内規に定めるもののほか、必要な事項は本所会員部長が定める。 

 

 

附 則 

本内規は、令和５年３月１日より実施する。 

 

以 上 


